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（少子化対策） 

 
大阪市会議長 大 橋 一 隆 

 
出産にかかる医療の健康保険適用を求める意見書 

 
将来人口推計によると少子高齢社会を超えた「超少子高齢社会」を迎えると予測される

中で、危機感を持った国を挙げての子ども・子育て支援が求められる今、その入り口であ
る出産の部分からより一層の支援、負担軽減が必要であることは論をまたない。 
 妊娠・出産は疾病・傷病ではないという考え方に基づき、妊娠・出産にかかる費用は原
則健康保険の対象外となっている。しかし、すでに本年４月より不妊治療が健康保険の適
用となったように、健康保険の枠組みについては、その適用範囲が拡大されてきたところ
である。 
 現状、出産にかかる医療は自由診療となっており、大阪市会では昨年９月15日に「出産
育児一時金の増額を求める意見書」を全会一致で可決しているが、出産一時金を増額した
としても診療費用が増額する誘因となってしまうため、支援、負担軽減の抜本的な解決策
としては不十分であることが指摘されている。 
 出産にかかる医療を健康保険の適用とすることで全国一律の標準医療を定めることが可
能となり、さらに、３割の自己負担額に対して補助を行うことで妊娠・出産の完全無償化
を実現することも可能となる。 
 超少子高齢社会及び人口減少問題に直面する我が国にとって、妊娠・出産にかかる費用
負担の軽減や、妊産婦が安心して安全に出産できる環境の整備は急務である。 
よって国におかれては、出産にかかる医療を健康保険の適用とすることを決定し、速や

かに制度設計の取り組みを開始することを強く要望する。 
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 
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